
省

令

告

示

平成™™年�月™˜日 月曜日 第œšš�号官 報
〇
防
衛
省
令
第
十
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
三
中
「
含
む
。」の
下
に

「
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
又
は
」を「
若

し
く
は
」
に
改
め
、「
世
話
」
の
下
に
「
又
は
疾
病
の
予
防

を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
防
衛
大
臣
が
定
め
る

そ
の
子
の
世
話
」
を
、「
五
日
」
の
下
に「（
そ
の
養
育
す
る

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
が
二
人
以
上
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
日
）」を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

九
の
四

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
要

介
護
者
」
と
い
う
。）の
介
護
そ
の
他
の
防
衛
大
臣
が

定
め
る
世
話
を
行
う
隊
員
が
、
当
該
世
話
を
行
う
た

め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合

一
の
年
に
お
い
て
五
日
（
要
介
護
者
が
二
人

以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
期

間
附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
使
用
さ
れ
た
改
正
前
の

自
衛
隊
法
施
行
規
則
第
四
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
三

の
休
暇
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
自
衛
隊
法
施
行
規
則

第
四
十
九
条
第
一
項
第
九
号
の
三
の
休
暇
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

住
所
兵
庫
県
尼
崎
市
武
庫
之
荘
西
２
丁
目
3
6番

3
2号

高
明
昭
和
5
1年
５
月
1
3日
生

住
所
兵
庫
県
洲
本
市
大
野
1
0
9
1番
地
７

尹
明
美
昭
和
3
5年
６
月
1
2日
生

住
所
兵
庫
県
洲
本
市
物
部
2
8
5番
地
１

尹
和
美
昭
和
3
7年
１
月
1
8日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
西
丸
山
町
１
丁
目
６
番
1
1号

嚴
成
大
昭
和
2
3年
４
月
1
3日
生

李
順
伊
昭
和
2
6年
４
月
2
5日
生

住
所
神
戸
市
Í
区
国
玉
通
４
丁
目
４
番
2
6号

金
清
美
昭
和
3
5年
４
月
３
日
生

金
啓
太
朗
平
成
７
年
４
月
４
日
生

住
所
神
戸
市
西
区
井
吹
台
西
町
４
丁
目
2
7番
地
1
3

白
淑
子
昭
和
2
5年
９
月
1
5日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
£
中
２
丁
目
2
5番
６
号

姜
春
子
昭
和
1
8年
３
月
2
1日
生

安
正
義
昭
和
3
9年

1
1月

1
9日
生

住
所
大
阪
市
東
住
吉
区
鷹
合
１
丁
目
1
5番

2
5号

洪
亨
昭
和
4
1年

1
1月

1
1日
生

住
所
大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
南
２
丁
目
１
番
８
号

朴
淳
子
昭
和
4
6年
６
月
1
4日
生

住
所
大
阪
市
城
東
区
中
央
２
丁
目
1
4番
Ｄ
`
1
3
0
1号

陳
亜
麗
昭
和
4
4年
６
月
９
日
生

張
雲
松
平
成
５
年
1
1月

2
2日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
市
場
１
丁
目
３
番
1
1
`
2
0
1号

陳
愛
琴
昭
和
4
8年

1
2月

3
1日
生

陳
翔
宇
平
成
1
1年
１
月
７
日
生

住
所
富
山
市
小
杉
8
7番
地
２

金
吉
子
昭
和
1
4年
５
月
2
1日
生

住
所
兵
庫
県
伊
丹
市
寺
本
３
丁
目
9
4番
地

朴
竜
基
昭
和
3
6年
３
月
2
6日
生

住
所
兵
庫
県
宝
市
中
山
寺
１
丁
目
1
4番

2
0号

宋
照
鐘
昭
和
5
3年
５
月
1
5日
生

住
所
兵
庫
県
姫
路
市
野
里
4
6
2番
地
９

金
里
美
昭
和
5
0年

1
1月

2
5日
生

住
所
兵
庫
県
高
砂
市
北
浜
町
北
脇
3
2番
地
１

金
繪
美
昭
和
5
3年
３
月
９
日
生

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
八
号

鹿
児
島
県
大
島
郡
瀬
戸
内
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
の

一
部
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

鹿
児
島
県
大
島
郡
東
方
村
大
字
蘓
刈
六
十
五
番
戸

川
内
Ø
祖
順

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
九
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
大
字
桧
垣
本

1
0
1
0番
地

1
6
2

林
玉
洙
昭
和
2
3年
１
月
９
日
生

住
所
奈
良
県
五
條
市
須
恵
３
丁
目
４
番
1
7号

Ô
眞
有
美
昭
和
6
2年
９
月
3
0日
生

住
所
横
浜
市
中
区
麦
田
町
４
丁
目
1
1
0番
地
６

朴
©
男
昭
和
5
2年
５
月
2
6日
生

住
所
神
奈
川
県
平
塚
市
中
原
１
丁
目
1
5番

1
9号

エ
ボ
・
ヒ
ラ
カ
ワ
昭
和
3
5年

1
0月
１
日
生

住
所
佐
賀
市
大
財
６
丁
目
３
番
２
号

柳
乙
先
女
昭
和
1
3年
１
月
６
日
生

朱
文
子
昭
和
4
6年
８
月
1
5日
生

住
所
福
岡
市
早
良
区
野
芥
３
丁
目
1
7番
８
号

朱
文
恵
昭
和
4
0年
３
月
９
日
生

住
所
北
九
州
市
小
倉
北
区
片
野
１
丁
目

1
5番
９
`

2
0
3

号張
¥
樹
昭
和
4
7年
６
月
４
日
生

住
所
北
九
州
市
八
幡
西
区
東
王
子
町
６
番
２
`
6
0
6号

尹
松
子
昭
和
1
5年
２
月
1
9日
生

住
所
福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
弥
生
３
丁
目
1
1
7番

金
英
敏
昭
和
5
7年
７
月
３
日
生

住
所
大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
町
1
3番

2
2号

金
容
在
昭
和
1
3年
９
月
１
日
生

ˆ
芳
子
昭
和
1
4年

1
1月

1
6日
生

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七

十
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

六
月
十
日
付
け
で
次
の
法
人
を
指
定
し
た
の
で
、
盲
導
犬

の
訓
練
を
目
的
と
す
る
法
人
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平

成
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
第
三
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
井

洽

一

名
称

公
益
財
団
法
人
日
本
補
助
犬
協
会

二

住
所

神
奈
川
県
横
浜
市
旭
区
矢
指
町
千
九
百
五
十

四
番
地
の
一

三

事
務
所
の
所
在
地

神
奈
川
県
横
浜
市
旭
区
矢
指
町

千
九
百
五
十
四
番
地
の
一

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
九
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十

二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執
行
の
参
議
院
比
例
代

表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ

い
て
被
登
録
資
格
の
決
定
の
基
準
と
な
る
日
、
登
録
を
行

う
日
及
び
縦
覧
に
供
す
る
期
間
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の

で
、
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十

九
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

被
登
録
資
格
の
決
定
の
基

準
と
な
る
日

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三

日た
だ
し
年
齢
に
つ
い
て
は

平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日

登
録
を
行
う
日

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
三

日

縦
覧
に
供
す
る
期
間

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四

日

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
十
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
二
十
三
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執
行
の
参
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
の
選
挙
に
お
け
る
在
外
選
挙
人
名
簿
に
係
る
縦
覧
の

期
間
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
一
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
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